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生物多様性地域戦略策定までのスケジュールについて 

 

１．構成について 

章 Ⅰ．古賀を知る・感じる・考える Ⅱ．古賀の将来を描く Ⅲ．古賀の戦略を立てる Ⅳ．古賀の戦略を進める 

内

容 

１．生きものたちの「つながり」と「にぎわい」 

２．古賀を知ろう 

３．「生物多様性」に支えられる私たち 

４．「生物多様性」を困らせているのは誰？ 

１．高校生の描く古賀の将来 

２．古賀の将来像 

３．戦略の期間と対象区域 

４．「●●●●（将来像）」を実現するために 

Action１．生物多様性を知る 

Action２．生物多様性を守る 

Action３．生物多様性を活かす 

Action４．環を広げる 

１．それぞれの役割と連携 

２．戦略の位置づけ 

３．戦略の進行管理 

 

 

２．検討の進め方について 

 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

環
境
審
議
会 

 

第 40回(5/7) 

・
戦
略
策
定
諮
問 

・
部
会
設
置 

     
 

第 41回(11/7) 

協
議
事
項 

・
環
境
報
告
書 

・
環
境
基
本
計
画
後
期 

事
業
・
施
策 

 
 

第 42回(1/31) 

協
議
事
項 

・
戦
略
答
申 

・
環
境
基
本
計
画
後
期

計
画 

・
古
賀
市
ご
み
処
理 

基
本
計
画 

・
優
良
事
業
所
表
彰 

 

戦
略
策
定
答
申 

 

第 43回 

協
議
事
項 

 

戦
略
の
パ
ブ
リ
ッ
ク 

コ
メ
ン
ト
結
果
確
認 

生
物
多
様
性
専
門
部
会 

 

第 1回(5/7) 

協
議
事
項 

Ⅰ

．
古
賀
を
知
る
・
感
じ
る
・
考
え
る 

Ⅱ

．
古
賀
の
将
来
を
描
く 

  
 

第 2回(8/31) 

協
議
事
項 

Ⅲ

．
古
賀
の
戦
略
を
立
て
る
（
骨
子
） 

Ⅱ

．
古
賀
の
将
来
を
描
く 

（
２
．
戦
略
が
め
ざ
し
て
い
く
古
賀
） 

   
 

第 3回(12/26) 

協
議
事
項 

戦
略
（
素
案
） 

 

第 4回(1月中旬) 

協
議
事
項 

・
戦
略
（
素
案
） 

・
審
議
会
へ
の
報
告 

  

古
賀
市 

 
 

「Ⅲ

． 

古
賀
の
戦
略
を
立
て
る
」 

（
骨
子
案
）
作
成 

 
 

・
戦
略
（
素
案
）
作
成 

・
関
係
機
関
協
議 

 

将来像投票 

（～12/28） 

・
古
賀
竟
成
館 

高
等
学
校 

・
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん 

古
賀 

 

ぐりんぐりん古賀 

ワークショップ（1/15） 

 議
会(

市
民
建
産
委
員
会) 

へ
報
告 

戦
略
（
素
案
） 

に
つ
い
て 

 

2/12～3/13 

パ
ブ
リ
ッ
ク 

コ
メ
ン
ト 

 

・
戦
略
策
定 
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「未来のうみ・まち・さと・やま」放課後ワークショップに参加されたみなさんへ 

ぐりんぐりん古賀の会員のみなさんへ 

を決める にご協力ください！ 

 

私たち人間の暮らしは、食料や水、気候の安定など、多様な生物が関わりあう生態系からの

恵み（生物多様性の恵み）によって支えられています。 

そんな生物多様性の恵みを将来に引き継いでいくために、古賀に関わるみんなで、古賀の豊

かな自然や生きものを守り、育てていかなければなりません。 

そのためには、古賀に関わるみんなが連携・協力して生物多様性の保全に向けての取組をし

ていくことが重要です。 

みんなで、どんな古賀をめざして生物多様性の保全に取り組んでいくのか―。みんなで共通

の目標に向かって様々な取組をしていくために、古賀市では「生物多様性古賀戦略」を平成 31

年 3 月に策定する予定です。 

戦略に掲げ、みんなでめざしていく古賀の将来像は将来を担う若者たち、古賀の自然や環境

を真剣に考えて活動してくれている人たちと一緒に考えたい―。そこで、投票により、古賀の

将来像を決めていきたいと考えています。 

古賀の将来像の候補は、4 つ（※裏面「４．古賀の将来像の候補」をごらんください）。「み

んなでめざしていくなら、こんな古賀がいいな」という将来像を 1 つ選んでください。 

 決定した古賀の将来像は、平成 31 年 3 月ごろにみなさんにお知らせする予定です。 

 

≪投票方法≫ 

投票用紙を記入し、下記のいずれかの方法で提出してください。 

①メール：kankyo@city.koga.fukuoka.jp へ、投票用紙を添付して送信 

②FAX：092-942-1291 へ、投票用紙を送信 

③郵送：〒811-3192 古賀市駅東 1-1-1 へ、投票用紙を郵送 

④環境課窓口：投票用紙を環境課窓口へ提出 

または、環境課(092-942-1127)へ電話し、お名前・選んだ将来像の候補を伝えてくださ

い。 

 

≪投票の締切≫ 

 平成 30 年 12 月 28 日（金）17 時 

 

≪問い合わせ≫ 

 古賀市役所市民部環境課（担当：吉澤） 

 TEL:092-942-1127 FAX:091-942-1291 

 mail: kankyo@city.koga.fukuoka.jp 

 

生きものたちは、他の生きものの生命を食べたり、生きもの同士で協力し合ったり、必ず他の生き物とつなが

りあいながら暮らしています。そして、自然の中では、たくさんの種類の生きものがにぎわい、それぞれがつな

がっています。そのつながりは、とてもバランスがとれた状態になっています。こういう状態を「生物多様性」

と言います。 

 

 

「生物多様性」の恵みは、私たちの暮らしに欠かすことができません。私たち人間は、この恵みによって

豊かに暮らすことができるのです。 

例えば・・・ 

 🍂植物は、生きものたちが生きていくために必要な酸素をつくります。 

🍂雨が降ると、森林や田畑は雨を蓄え、栄養を含んだ水は川を流れて海へとつながり、生きものたちを豊

かにします。微生物は、地面に落ちた葉や生きものの死骸などを分解し、豊かな土壌を育みます。 

 🍂私たちは、豊かに実るお米や野菜、肉や卵や乳製品など、いろいろな生きものの命をいただいています。

私たちは、毎日の食卓を彩る野菜などの食物はもちろん、新聞や本などの紙製品や医療品など、多様な

生きものが、私たちの衣・食・住を支えています。 

 🍂地域の多様な生態系や生きものは、私たちに精神的な豊かさを与えてくれます。古賀でも見ることので

きるホタルが作り出す幻想的な風景は、私たちに精神的な癒しを与えてくれ、美しいという感覚を与え

てくれます。このような精神的な豊かさ、自然や生命への敬愛などは、祭り・踊り・郷土料理など、地

域の自然に根付いた文化の多様性を支えています。 

 🍂豊かな森林では、雨はゆっくりと森の土の中にしみこんで、地下水として蓄えられます。そして、少し

ずつ川に流れていくいので、大雨が降ってもすぐに川があふれず、日照りが続いても川の水がすぐにな

くなりません。 

🍂植物の光合成などが、大気や気候を調整してくれるほか、土壌の流出を防ぎ、自然災害から私たちを守

ってくれます。 
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３．高校生の描く古賀の将来 

 戦略を検討していく過程で、将来を担っていく古賀の高校生代表として、古賀竟成館高等学校の生徒 11人

が 3 つのグループに分かれて、古賀の生物多様性のことを学び考えました。 

 高校生が描いた「古賀の将来」とは、どのようなものなのでしょう。 

 

Natural
ナ チ ュ ラ ル

 City
シティ

 Koga
コ ガ

 ～豊かな自然と共に育つ町～ 

 

 

変わらない町が待っている with
ウ ィ ズ

 バラタナゴ 

 

 

 

共存～自然と人間～ 「自然と遊び 自然と過ごし 自然と生きていく」 

 

 

４．古賀の将来像の候補 

高校生の描く「古賀の将来」、そこに込められた想いからも伝わるように、ただ生きものの住める環境を守ら

なければいけないのではなく、古賀が元気になりながら、私たち人間と生きものや自然とが共生し、生きもの

を支え、生きものに支えられるような社会をめざしていかなければなりません。 

高校生の考えてくれた将来像をヒントに、戦略に掲げてみんなでめざす古賀の将来像の候補を 4 つ考えまし

た。 

【候補①】 

人も まちも 生きものも 共に生き 共に育つ 
～人と生きものが共に生き共に育つまちをめざして～ 

 

≪候補①のイメージ≫ 

人と生きものが共に生き、共に育っていくことで、豊かな自然もありながら、活気にあふれ、人も自然

も生きものも、そして、まち自体も元気に発展していくことをイメージしています。 

 

【候補②】 

豊かな自然と活気あるまち 育ち続ける ふるさと古賀 
～戻ってきたいふるさとへ・・・。豊かな自然と活気ある古賀～ 

 

≪候補②のイメージ≫ 

豊かな自然はそのままで、大人になって帰ってきても「懐かしい」と思えるふるさとであってほしい

―。けれど、自然を守るだけではなく、自然と経済の調和のとれた活気あるまちに育ってほしい―。そ

んな想いをイメージしています。 

 

【候補③】 

自然の恵みに感謝し、次世代へ引き継ぐ 自然と共に育つまち 
～つなげたい！古賀の生命 伝えたい！共に生きる力～ 

 

≪候補③のイメージ≫ 

自然の恵みに感謝し、大切にしながら、いつまでも活かし続けることができるように、生物多様性を保

全していく―。そして、恵みを生み出す生物多様性に配慮しながら、人と自然が共に生き、共に育って

いくまちをイメージしています。 

 

【候補④】 

古賀の環が 豊かな自然と元気なまちを 創ってゆく 
～環を広げ 豊かな自然と元気なまちを 次世代へ～ 

 

≪候補④のイメージ≫ 

共生の「環」、共働の「環」、循環の「環」－。様々な「環」が、古賀の自然を豊かにし、元気なまちを

創っていき、次世代への引き継いでいくことをイメージしています。 

 

【私たちの想い】 

●生きものが住みやすい環境にする 

●人だけでなく豊かな自然と生きられるようにする 

●町を発展させながらも貴重な生きものの多様性を守る 

【私たちの想い】 

●昔住んでいた人が戻ってきたときに変わっていないと 

思えるようなまち 

●古賀市に生息する生物について多くの人に知ってもらい、 

生物がすみやすいまち 

【私たちの想い】 

●どんな生物でも生活しやすい市 

●きれいな自然と人間社会がつりあっている市 

●自然との調和がとれている市 

●自然で遊びたい      【キーワード】自然・市・共存 
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古賀市役所 環境課 あて 

生物多様性古賀戦略 

投票用紙 

投票用紙を記入し、下記のいずれかの方法で提出してください。 

①メ ー ル：kankyo@city.koga.fukuoka.jp へ、投票用紙を添付して送信 

②F A X：092-942-1291へ、投票用紙を送信 

③郵 送：〒811-3192 古賀市駅東 1-1-1へ、投票用紙を郵送 

④環境課窓口：投票用紙を環境課窓口へ提出 

または、環境課(092-942-1127)へ電話し、お名前・選んだ将来像の候補を伝えてください。 

 

  ☟「これがいい」と思うものを 1つだけ選んで「〇」をつけてください。 
【候補①】 

 

人も まちも 生きものも 共に生き 共に育つ 
～人と生きものが共に生き共に育つまちをめざして～ 

 
≪候補①のイメージ≫ 

人と生きものが共に生き、共に育っていくことで、豊かな自然もありながら、活気にあふれ、人

も自然も生きものも、そして、まち自体も元気に発展していくことをイメージしています。 

【候補②】 

 

豊かな自然と活気あるまち 育ち続ける ふるさと古賀 
～戻ってきたいふるさとへ・・・。豊かな自然と活気ある古賀～ 

 

≪候補②のイメージ≫ 

豊かな自然はそのままで、大人になって帰ってきても「懐かしい」と思えるふるさとであってほ

しい―。けれど、自然を守るだけではなく、自然と経済の調和のとれた活気あるまちに育ってほ

しい―。そんな想いをイメージしています。 

【候補③】 

 

自然の恵みに感謝し、次世代へ引き継ぐ 自然と共に育つまち 
～つなげたい！古賀の生命 伝えたい！共に生きる力～ 

 

≪候補③のイメージ≫ 

自然の恵みに感謝し、大切にしながら、いつまでも活かし続けることができるように、生物多様

性を保全していく―。そして、恵みを生み出す生物多様性に配慮しながら、人と自然が共に生き、

共に育っていくまちをイメージしています。 

【候補④】 

 

古賀の環が 豊かな自然と元気なまちを 創ってゆく 
～環を広げ 豊かな自然と元気なまちを 次世代へ～ 

 

≪候補④のイメージ≫ 

共生の「環」、共働の「環」、循環の「環」－。様々な「環」が、古賀の自然を豊かにし、元気な

まちを創っていき、次世代への引き継いでいくことをイメージしています。 

 

🍂もしよければ、選んだ理由を教えてください🍂 
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みんなで話す 」  

 

 

私たち人間の暮らしは、食料や水、気候の安定など、多様な生物が関わりあう生態系からの恵み（

）によって支えられています。 

そんな を将来に引き継いでいくために、古賀に関わるみんなで、古賀の豊かな自然や生きも

のを守り、育てていかなければなりません。 

そのためには、古賀に関わるみんなが連携・協力して生物多様性の保全に向けての取組をしていくため、古賀市

では「 」を平成 31年 3月に策定する予定です。 

「 」を策定し、生物多様性保全の取組を推進していくうえでは、 のみなさ

んのご協力が不可欠です。 

そこで、「 」について、みなさんからのご意見をいただく場として、

を企画いたしました。 

多くの方にご参加いただき、みなさんの想いやご意見をお聞かせいただければと思います。 

 

日   時：平成 31年 1月 15日（火）15 時 00 分～16時 30分 
         ※資料等の準備の都合上、 とさせていただきます。 

場   所：古賀市役所 501・502・503 会議室 

申込締切：平成 31年 1月 10日（木）まで  

申込方法： 
裏面の参加申込書を記入し、下記のいずれかの方法で提出してください。 

①メール：kankyo@city.koga.fukuoka.jp へ、参加申込書を添付して送信 

②FAX：092-942-1291 へ、参加申込書を送信 

③郵送：〒811-3192 古賀市駅東 1-1-1へ、参加申込書を郵送 

④環境課窓口：参加申込書を環境課窓口へ提出 

または、環境課（092-942-1127）へ電話してお申し込みください。 
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古賀市役所 環境課 あて 

みんなで話す「 」 

参加申込書 
 

裏面の参加申込書を記入し、下記のいずれかの方法で提出してください。 

①メール：kankyo@city.koga.fukuoka.jp へ、参加申込書を添付して送信 

②FAX：092-942-1291 へ、参加申込書を送信 

③郵送：〒811-3192 古賀市駅東 1-1-1へ、参加申込書を郵送 

④環境課窓口：参加申込書を環境課窓口へ提出 

または、環境課（092-942-1127）へ電話してお申し込みください。 

 

 

 

住所 

〒   - 

 

ふりがな  電

話 

番

号 

自宅： 

携帯： お名前 
 

所属  

 

 

≪問い合わせ≫ 

古賀市市民部環境課環境整備係（担当：吉澤） 

所在地：〒８１１－３１９２ 福岡県古賀市駅東１－１－１ 

ＴＥＬ：０９２－９４２－１１２７ ＦＡＸ：０９２－９４２－１２９１ 

E-mail：kankyo@city.koga.fukuoka.jp 


